
最近の豚熱・アフリカ豚熱等を
めぐる情勢について

令和６年７月18日

消費・安全局動物衛生課

資料１



豚熱（CSF）とは

（１）原因：豚熱ウイルス (classical swine fever virus)
（２）宿主：豚、いのしし ※人には感染しない
（３）分布：欧州、アジア、アフリカ、中南米の一部の国々

※ 我が国では平成30年９月に26年ぶりに発生。
飼養豚では21都県、野生イノシシでは35都府県で
発生（令和６年４月30日時点）。

（４）症状：急性、亜急性、慢性型等多様な病態を示す。白血球減少。
※ 有効なワクチンが存在

【皮膚紫斑（しはん）】

（出典：動物衛生研究部門）

アフリカ豚熱（ASF）とは

（１）原因：アフリカ豚熱ウイルス（African swine fever virus）
（２）宿主：豚、いのしし（ダニによっても媒介） ※人には感染しない
（３）分布：アフリカ、欧州の一部（ロシア及びその周辺国、東欧）のほか、

平成30年８月に中国で発生（アジアで初の発生）以降、日本など一部を
除くアジア全域に感染拡大。（令和６年４月30日時点）。
※ 日本未発生。

（４）症状：甚急性～不顕性まで幅広い病態を示す。
※ 豚熱に酷似するがより病原性は強い傾向。
※ ワクチン、治療法はない

【全身の出血性病変、チアノーゼ】
（出典：Veterinary school of Barcelona, 
SpainCentro de Vigilancia Sanitaria,
Veterinaria, Spain）
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発生件数 合計殺処分頭数

2020

佐賀県で初発
（88例目）

2024

○2018年９月９日の岐阜県での発生以来、愛知県、三重県、福井県、埼玉県、長野県、山梨県、沖縄県、群馬県、山形県、和歌山県、
奈良県、栃木県、神奈川県、滋賀県、宮城県、茨城県、東京都、兵庫県、佐賀県及び岩手県の21都県で計92事例発生し、これまでに約
40.3万頭を殺処分。

○2019年９月24日にワクチン接種を決定、10月15日に防疫指針を改訂、10月25日からワクチン接種開始。
○2020年9月3日にWOAH（国際獣疫事務局）が認定する豚熱の清浄国ステータスを消失。
○群馬県、山形県、三重県、和歌山県、奈良県、栃木県、山梨県、神奈川県、滋賀県、宮城県、茨城県、兵庫県といったワクチン接種県に
おいても発生。

岐阜県で
26年ぶりの発生

愛知県で初発
（８例目） 三重県で初発

（32例目）
福井県で初発
（34例目）

埼玉県で初発
（41例目）
長野県で初発
（42例目）

沖縄県で初発
（52例目）

山梨県で初発
（49例目）

沖縄県で
最終発生
（58例目）

ワクチン接種決定
(9/24)

岐阜でのみ
発生

岐阜・愛知
のみで発生

隣県に
拡大 関東まで

拡大

ワクチン接種開始
(10/25)

沖縄で発生
(本州で
発生なし)

件
／
頭

ワクチン接種県で発生

2018 2019

新規
発生
無し

山形県で初発
（60例目）

40.3万

2021

和歌山県で初発
（62例目） 栃木県で初発

（66例目）

奈良県で初発
（63例目）

神奈川県で初発
（69例目）

清浄国
ステータス消失

宮城県で初発
（75例目）

ワクチン接種地域
拡大(12/20)

茨城県で初発
（78例目）

2022 2023

東京都で初発
（85例目）

兵庫県で初発
（87例目）

滋賀県で初発
（72例目）

群馬県で初発
（59例目）

岩手県で初発
（92例目）
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豚熱発生の経過



○ 予防的ワクチン接種の対象地域は、防疫指針に基づき、以下を考慮し、牛豚等疾病小委員会で議論した上で設定。
① 野生イノシシにおける豚熱感染状況
② 農場周辺の環境要因（野生イノシシの生息状況、周辺農場数、豚等の飼育密度、山、河川の有無等の地理的状況）
③ 疫学的リスク低減のため、まだら打ちを避ける（面的に接種し順に拡大）

岩手

青森

秋田

宮城山形

福島新潟

茨城

千葉

栃木群馬
長野

岐阜

富山

山梨
埼玉

静岡

東京
神奈川愛知

石川

三重

滋賀

福井

奈良

和歌山

京都

大阪

兵庫岡山広島山口

島根
鳥取

徳島高知愛媛

香川

沖縄

佐賀
福岡

長崎 大分

鹿児島

熊本

宮崎

豚熱飼養豚発生県、野生イノシシ発生県、予防的ワクチン接種推奨地域
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飼養豚陽性発生県：赤色
【21都県】 (飼養頭数 3,195,030頭(全国の35.7％))

野生いのしし陽性発生県 ：赤色(沖縄を除く) 橙色
【37都府県】 (飼養頭数 4,125,490頭(全国の46.1％))

飼養豚へのワクチン接種推奨地域：赤色 橙色 黄色
【46都府県】（飼養頭数 8,196,400頭(全国の91.5%))

※飼頭数は、R５畜産統計・確報値を基に計算



九州地方のサーベイランスの強化・徹底 
• 各種対策を有効に実施するため、浸潤状況を把握する
ことが重要

• 九州各県の野生いのししにおける豚熱の感染状況につ
いて、サーベイランスを強化・徹底し、感染の有無を把握
していく必要

佐賀県における経口ワクチンの散布
• 今般の確認を受け、佐賀県を経口ワクチン散布推奨地
域に指定

• 特に、感染確認地域周辺では、迅速かつ重点的に経
口ワクチン散布を実施

• 経口ワクチンについては、60万個以上を確保済（５月
末時点）

• 猟友会等と連携して引き続き捕獲の強化を実施

今回の確認を受けた九州地域における豚熱対策について①
 令和５年８月、佐賀県の飼養豚農場で豚熱を確認して以降、サーベイランスを強化するとともに、野生いのししに
おける陽性が確認された場合等に備え、県協議会の設立や演習を通じて経口ワクチンの散布体制を整備してきた。

 九州各県の野生いのししにおける豚熱の感染状況を把握するため、サーベイランスを強化・徹底するとともに、野生
いのししを介した感染拡大を抑え、環境中のウイルス低減を図るため、捕獲の強化を行う。佐賀県においては、野生
いのししに対する経口ワクチンの散布を行う。

令和５年８月29日から令和６年５月末までの検査状況と検査頭数

 PCR陽性
 PCR陰性

佐賀：佐賀新聞（11月11日）
福岡県、長崎県担当者も参加

これまでの取組
〇経口ワクチン県協議会の設立
散布の枠組となる県協議会に
ついて、令和５年中に九州全県
で設置済。
〇経口ワクチン散布演習の実施
令和５年に宮崎県、佐賀県で
実施。各演習には近隣県の担当
者も参加。農林水産省、農研機
構からも講師を派遣し、対応。
なお、飼養豚では既に初回の豚熱ワクチン接種が完了

県名 検査頭数

福岡県 274

佐賀県 419

長崎県 282

熊本県 323

大分県 369

宮崎県 359

鹿児島県 311

合計 2,338
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飼養衛生管理の再点検と徹底 
• 人、車両、物等の農場への出入り時の消毒

• 野生動物の侵入防止対策の実施

• 万が一の発生に備えた埋却地等の点検及び確保

※ワクチンは接種し、免疫を獲得していても、
完全に感染を防ぐものではないため、
飼養衛生管理の徹底が重要

今回の確認を受けた九州地域における豚熱対策について②

 我が国の豚の主産地である九州での豚熱の発生リスクがかつてないほど高まっているため、大臣からメッセージを発
出し、危機感を共有するとともに、県、市町村、生産者など各地域の関係者の取組を徹底

 特に、生産者に対しては、九州全域でのワクチン接種は行われているものの、ワクチン頼みにならないよう、飼養衛生
管理を再点検し、ウイルスを農場に持ち込ませないよう取組を徹底

早期通報の徹底 
• 飼養豚群の健康状態を日頃から的確に把握

• 豚熱等の特定症状を認めた場合における
速やかな家畜保健衛生所への連絡を徹底

 

適時適切なワクチン接種の実施
• 既に九州各県では、全ての養豚場において、
豚熱ワクチンを接種済

• 感染リスクの高い子豚に十分に免疫を付与する
ために適時適切にワクチンを接種
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感染確認後の大臣会見や
農林水産省豚熱・アフリカ豚熱
対策本部において、大臣から
「STOP！豚熱」のメッセージを
発出



１ 対応者
（１）国
・農林水産省
消費・安全局動物衛生課 永田 知史（課長補佐 野生動物・国際衛生企画担当）
九州農政局消費・安全部畜水産安全管理課 財津 舞（畜水産安全係長）
・国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構畜産研究部門
動物行動管理研究領域 動物行動管理グループ 平田 滋樹（上級研究員）

（２）佐賀県
・佐賀県農林水産部
生産者支援課
中部農林事務所佐城農業振興センター、東部農林事務所三神農業振興センター、唐津農林事務所東松浦農業振興セ
ンター、伊万里農林事務所西松浦農業振興センター、杵藤農林事務所藤津農業振興センター

・市町
唐津市、伊万里市、玄海町

・地元猟友会員

２ 日程
６月９日 動物衛生課（永田補佐・密田係員）、佐賀県生産者支援課（北川副課長・田浦補佐・原係員）、

平田上級研究員によるweb会議での計画素案作成
６月10日～11日 県：資材準備・資料作成・内部調整、国：資料作成・散布技術の検討
６月12日  午前：県庁での打合せ（経口ワクチン散布、サーベイランス・捕獲強化等）

午後：関係者打合せ（国、県、市町、地元猟友会員）
６月13日 緊急散布１回目 最重点エリア（半径２km）、唐津市東部・南部
６月14日 緊急散布１回目 最重点エリア（半径２km）、唐津市北部・玄海町
７月８日 ２回目散布前説明会（国、県、市町、地元猟友会員）
７月11日 緊急散布２回目 最重点エリア（半径２km）、唐津市東部・南部
７月12日 緊急散布２回目 最重点エリア（半径２km）、唐津市北部・玄海町・伊万里市

緊急散布は、短期間に限定された範囲に、大量のワクチンを散布する一方で、高率な摂食率を確保する必要があり、
高度な技術が必要である。このため、農研機構、動物衛生課及び九州農政局は技術協力を行うこととした。

佐賀県の野生いのししの豚熱感染確認を踏まえた緊急ワクチン散布について
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散布１日目（６月13日） 合計800個
散布実施者：唐津１班（最重点エリア）７名、唐津２班（唐津市東部～南部）５名
・唐津農林事務所において、散布実施者向けに散布方法や留意点を説明
・同時にマスコミ７社向け報道対応（当日夕刻よりTV３局、新聞４社で報道）
・散布は午前９時～17時まで（約８時間）
最重点エリア：600個（５地点）
唐津市東部～南部：200個（15地点）

散布２日目（６月14日） 合計800個
散布実施者：唐津１班・２班、伊万里１班（伊万里エリア）、玄海１班（玄海上場エリア） 計21名
・最重点エリアの１日目の散布で、誘引餌（圧ぺんトウモロコシ）の使用量が予想を上回り、２日目の散布で不足することが懸念され
たため、２日目朝に資材センターにて追加購入。
・最重点エリア：400個散布
伊万里エリア：200個散布（15地点）
玄海上場エリア：200個散布（５地点）

・昨年11月の散布演習の経験に基づく入念な準備、市町と猟友会の協力体制のもと、散布場所の検討が進んでいた。
・国や農研機構から技術的に高度な専門的指導を実施、地元との連携を強化し対応できた。

▼
２日間で1,600個の経口ワクチン散布を実施

佐賀県の野生いのししの豚熱感染確認を踏まえた緊急ワクチン散布について（１回目散布）

徹底的な消毒を実施
散布中
・タイヤ消毒
・靴底消毒（最重点エリアでは地点ごとに踏み込み消毒槽を設置）
・全身消毒（重点エリアでは、毎回防護服・エプロンを全て交換。他エ
リアでは徹底消毒による。）

散布終了後
・徹底的な洗車・消毒（車内については、アルコール消毒だけでなく、
足マットを外して洗浄・消毒を実施。）
・長靴の踏込み消毒・浸漬消毒を実施。散布ポイント確認の様子 7散布の様子（獣道を辿り森へ）



散布１日目（7月11日） 合計500個
散布実施者：唐津１班（最重点エリア）4名、唐津２班（唐津市東部～南部）4名
最重点エリア：300個
唐津市東部～南部：200個

散布２日目（7月12日） 合計900個
散布実施者：唐津１班（最重点エリア）、伊万里１班（伊万里エリア）、玄海１班（玄海上場エリア） 計12名
最重点エリア：300個散布
伊万里エリア：200個散布
玄海上場エリア：400個散布

・1回目の緊急散布で明らかとなった課題（資材関係・散布協力者との調整等）を整理。
・原則１回目散布と同じ箇所に散布。
・感染確認区域（半径２km圏内）周辺及び５，６事例目の陽性イノシシを確認した玄海町は、
対策強化のため、新たな散布場所を選定。

▼
２日間で1,400個の経口ワクチン散布を実施

佐賀県の野生いのししの豚熱感染確認を踏まえた緊急ワクチン散布について（２回目散布）
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１回目から継続して徹底的な消毒を実施
散布中
・タイヤ消毒
・靴底消毒
・全身消毒
散布終了後
・徹底的な洗車・消毒
・長靴の踏込み消毒・浸漬消毒

※速報版
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